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動
画
撮
影
し
、測

定

Ｃ
Ｇ
へ
取
込
み
活
用
期
待

東
京
工
業
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
研
究
科
の
奥
富
正
敏
助
教
授
、

大
学
院
学
生
の
杉
本
茂

樹
氏
ら
は
、

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に
物
体
を
載
せ
て
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、

各
点
の
摘
く
軌

跡
か
ら
物
体
表
面
の
立
体
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

物
体
が
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

上
で
回
転
す
れ
ば
、

容
易
に
立
体
の
形
状
を
求
め
ら
れ
、

Ｃ
Ｇ

（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
）
の
世
界
に
取
り
込
め
る
。

粘
上
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
航
空
機
模
型
の
空
気
抵
抗
を
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
計
算
す
る
な
ど
、

実
世
界
と
Ｃ
Ｇ
世
界
と
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
と
し
て
活
用
が
期
待
で
き
る
。

物
体
の
立
体
形
状
を
取
得
す

る
方
法
と
し
て
、

直
接
表
面
を

触
る
の
が
確
実
だ
が
、

時
間
が

か
か
る
う
え
表
面
が
柔
ら
か
い

と
変
形
し
て
し
ま
う
。

非
接
触

型
の
方
法
に
は
ン
ル
エ
ッ
ト
を

使
う
方
法
が
あ
る
が
表
面
の
ヘ

こ
ん
だ
部
分
が
認
識
で
き
な

い
。

ま
た
、

レ
ー
ザ
ー
を
使
う

方
法
は
装
置
が
大
が
か
り
と
な

る
な
ど
、

い
ず
れ
も
難
点
が
あ

っ
た
。

新
し
く
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

は
、

物
体
表
面
上
の
各
点
が
回

転
で
摘
く
ら
せ
ん
軌
跡
か
ら
、

そ
の
点
の
位
置
を
求
め
る
方

法
。

物
体
を
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

に
載
せ
て
、

動
画
を
撮
影
。

物

体
の
中
心
に
回
転
軸
を
置
い
た

円
筒
座
標
系
の
上
で
、

高
さ
と

方
位
を
決
め
て
、

そ
の
延
長
上

の
ど
こ
が
表
面
か
を
求
め
る
。

仮
定
し
た
距
離
が
正
し
け
れ
ば

同
じ
色
の
点
が
そ
の
軌
跡
に
沿

っ
て
動
く
た
め
、

色
の
相
関
を

求
め
れ
ば
正
し
い
距
離
が
決
ま

る
。

高
さ
を
四
十
等
分
、

各
高

さ
ご
と
に
百
八
十
方
向
を
調
べ

た
。

半
径
を
千
等
分
し
た
場
合

で
、

通
常
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ら
ば
数
分
か
ら
十
分
程

度
で
す
べ
て
の
表
面
上
の
点
を

デ
ー
タ
化
で
き
た
＝
写
真
は
画

面

（
が
い
骨
の
貯
金
箱
○
と
表

面
位
置
デ
ー
タ
）
。

化
石
の
よ
う
に
保
存
が
難
し

い
も
の
の
デ
ー
タ
を
保
存
す
る

記
録
用
の
ほ
か
、

計
算
機

へ
の

入
力
装
置
と
し
て
使
え
る
。

が

い
骨
の
形
状
を
デ
ー
タ
化
し
て

か
ら
、

計
算
機
で
脳
の
容
量
を

求
め
る
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に

な
る
。

表
面
が
自

一
色
の
よ
う

な
場
合
に
は
画
素
の
違
い
が
区

別
で
き
ず
認
識
に
失
敗
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、

シ
「
ル
を
張
る

な
ど
し
て
表
面
に
若
干
で
も
模

様
を
付
け
ら
れ
れ
ば
立
体
デ
ー

タ
の
採
取
が
可
能
に
な
る
。
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と
実
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ナ

垂

寄

驚

十

受

■

東工大が新システム

七
九
年
三
月
、

米
ペ
ン
シ

ル
ベ

ニ
ア
州
の
ス
リ
ー
マ
イ

ル
島
原
子
力
発
電
所
二
号
炉

（
Ｔ
Ｍ
Ｉ
１
２
）
で
、

放
射

性
物
質
が
外
部
環
境
に
放
出

さ
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
。

そ
の
七
年
後
の
八
六
年
四

月
、

今
度
は
旧
ソ
連
の
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所

四
号
炉
で
事
故
が
発
生
、

大

力
発
電
所
の
包
括
的
な
安
全

性
を
確
保
す
る
上
で
、

ヒ
ュ

ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
の
重
要

性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

東
京
電
力
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ァ
ク
タ
ー
ヘ
の
体
系
的
取

り
組
み
の
原
点
は
、

Ｔ
Ｍ
Ｉ

か
ら
五
年
後
の
八
四
年
で
あ

る
。

当
時
の
原
子
力
開
発
研

自蒙引孝知惇沖封晩だ疫敬一脚沌矩い海兼博か瘍隆諭蜂一雄乾毎輸覗建勝帥託貌ゼん

り
、

開
発
企
業
の
リ
ス
ク
が
軽

減
さ
れ
る
。

今
回
新
設
し
た
特
例
枠
は
、

成
功
の
場
合
で
も
、

開
発
費
の

半
分
に
つ
い
て
は
五
年
ま
た
は

八
年
以
内
の
年
顕

（無
利
子
）

で
支
払
う
が
、

残
り
半
分
は
売

行
い
、

技
術
の
所
有
者
に
は
少

な
く
と
も
国
公
立
の
研
究
機
関

や
大
学
、

特
殊
法
人
、

財
団
な

ど
の
研
究
機
関
か
機
関
に
所
属

す
る
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
条
件
。

申
し
込
み
は
九
月
二
十
日
ま

が
人
的
因
子
研
究
室
を
設
立

し
た
の
が
八
九
年
、

関
西
電

力
が
類
似
の
組
織
を
発
足
さ

せ
た
の
が
九
二
年
だ

っ
た
こ

と
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
取

拠
年
に
は
研
究

ス
タ
ヽ

環
境
の
充
実
で
体
制

究
所
が
、

Ｂ
Ｗ
Ｒ

（
沸
騰
水

り
組
み
の
早
さ
が
わ
か
る
。

　
究
芸

量
の
放
射
性
物
質
が
周
辺
環

型
原
子
炉
）
の
共
同
研
究
と

　

九

一
年
に
は
、

研
究
体
制

境
に
飛
び
散

っ
た
。

　
　
　
　
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ

を
強
化
す
る
た
め
に
原
子
力

い
ず
れ
の
事
故
も
運
転
員

―
の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

研
究
所
に
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ァ

が
プ
ラ
ン
ト
の
状
態
を
正
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
タ
ー

研
究
室
を
設
置
。

九

く
理
解
で
き
な
か

っ
た
こ
と

　

電
力
中
央
研
究
所
が
ヒ

ュ
　
七
年
の
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

が
主
因
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
　

―
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー

研
究
セ
　
ャ
ー

制
導
入
に
伴
い
、
ヒ
ュ

こ
の
二
つ
の
事
件
を
き

っ
か
　
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
の
が
八

―
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
グ
ル
ー

け
に
、

日
本
国
内
で
も
原
子

七
年
、

日
本
原
子
力
研
究
所

プ
に
改
組
、

現
在
に
至

っ
て

内 合 京  い
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